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総
務
文
教
常
任
委
員
会

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
熊
谷
市

立
荻
野
吟
子
記
念
館
）
に
つ
い
て

　

指
定
後
の
管
理
体
制
お
よ
び
効
果
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

開
館
日
、
時
間
等
の
管
理
体
制
は
、
現

在
と
同
様
と
な
る
。
来
館
者
に
対
し
、
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
案
内
等
が
で
き
る

な
ど
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
所
管
課
・
社
会
教
育
課
）

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
（
総
務
費
・
消

防
費
・
教
育
費
）
に
つ
い
て

　

総
合
交
通
体
系
整
備
促
進
事
業
で
籠
原

駅
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村
「
く
ま
ぴ
あ
」
を

経
由
し
、
熊
谷
駅
を
結
ぶ
新
し
い
バ
ス
路
線

で
試
験
運
行
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
コ
ー

ス
全
体
の
所
要
時
間
お
よ
び
便
数
の
見
込
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

運
行
時
間
は
、
十
数
カ
所
の
停
留
所
を

経
由
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
１
時
間
程
度
を
、

便
数
は
、
籠
原
駅
発
熊
谷
駅
方
面
３
便
、
熊

谷
駅
発
籠
原
駅
方
面
４
便
を
想
定
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
企
画
課
）

　

特
殊
災
害
対
策
強
化
事
業
で
、ラ
グ
ビ
ー

会
場
等
で
テ
ロ
等
の
特
殊
災
害
や
大
規
模
な

集
団
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
整
備

す
る
資
機
材
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
サ
リ
ン
等
の
化
学

剤
な
ど
が
散
布
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
検
知

す
る
検
知
器
、
隊
員
を
保
護
す
る
化
学
防
護

服
、
防
毒
マ
ス
ク
、
汚
染
さ
れ
た
負
傷
者
を

洗
浄
す
る
た
め
の
除
染
テ
ン
ト
等
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
警
防
課
）

　
「
暑
さ
対
策
」
中
学
生
熱
中
症
対
策
事
業

で
購
入
す
る
物
品
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

熱
中
症
対
策
の
た
め
に
、
各
部
活
に
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
を
１
つ
、
各
学
校
で
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
、
暑
さ
避
け
テ
ン
ト
等
を
購
入
す
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
推
進
事
業

で
、
小
・
中
学
生
が
大
会
を
観
戦
す
る
際
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

市
立
の
学
校
に
通
う
小
・
中
学
生
は
、

熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
・
オ
リ
パ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
授
業
と
し
て
学
校
が
引
率
す
る
。

　

私
立
、
県
立
等
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
は
、
個
人
で
観
戦
に
行
っ
た
場
合
に
そ
の

児
童
・
生
徒
の
チ
ケ
ッ
ト
代
金
を
市
で
補
助

す
る
。
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
に
案
内
を

出
す
ほ
か
、
市
報
等
で
周
知
を
図
る
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

委員長
　権田　清志
副委員長
　腰塚菜穂子
委員
　富岡　信吾
　大山美智子
　松本貢市郎
　小林　一貫
　須永　宣延
　林　　幸子

環
境
産
業
常
任
委
員
会　

「
総
合
戦
略
」
ソ
シ
オ
流
通
セ
ン
タ
ー
駅

周
辺
整
備
事
業
の
委
託
料
は
ど
の
よ
う
な
ま

ち
を
想
定
し
て
委
託
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

第
２
次
総

合
振
興
計
画
に
お

い
て
産
業
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
産
業

系
の
土
地
利
用
が

し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
に
考

え
て
い
る
。

（
所
管
課
・
東
部
地
域
開
発
推
進
室
）

平
成
30
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
土

木
費
）
に
つ
い
て

　
「
総
合
戦
略
」
池
上
地
区
「
道
の
駅
」
整

備
事
業
が
繰
越
明
許
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

大
宮
国
道
事
務
所
の
助
言
を
受
け
、
国

道
17
号
バ
イ
パ
ス
上
下
線
か
ら
、
直
接
道
の

駅
へ
進
入
で
き
る
よ
う
計
画
変
更
し
た
た
め
、

あ
ら
た
め
て
警
察
協
議
が
必
要
と
な
り
、
そ

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を
要
し
、
平
成
30
年

度
で
の
完
了
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

（
所
管
課
・
東
部
地
域
開
発
推
進
室
）

熊
谷
市
中
小
企
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

　

利
害
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
の
状
況

を
伺
い
た
い
。

　

中
小
企
業
が
抱
え
る
課
題
等
を
把
握
す

る
た
め
、
市
内
56
事
業
所
を
訪
問
し
、
意
見

を
伺
っ
た
。

（
所
管
課
・
商
工
業
振
興
課
）

平
成
31
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
衛
生

費
・
土
木
費
）
に
つ
い
て

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
、
年
間
の

搬
入
量
と
、
今
後
の
活
用
期
間
を
伺
い
た
い
。

　

年
間
お
よ
そ
２
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

搬
入
が
あ
り
、
残
余
期
間
は
お
よ
そ
２
０
０

年
と
な
る
。

（
所
管
課
・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
）

　

第
一
水
光
園
管
理
運
営
経
費
に
関
連
し

て
、
本
市
に
は
３
カ
所
の
し
尿
処
理
施
設
が

あ
る
が
、
統
合
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

　

第
一
水
光
園
の
稼
働
率
が
１
０
０
％
に

近
く
、
他
の
施
設
分
の
受
け
入
れ
は
困
難
で

あ
る
が
、
今
後
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
で
、
施
設
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

（
所
管
課
・
第
一
水
光
園
）

委員長
　小島　正泰
副委員長
　鈴木　理裕
委員
　栗原　健曻
　加賀﨑千秋
　新井　正夫
　守屋　　淳ソシオ流通センター駅前
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会す

る
も
の
が
多
く
、
立
正
大
学
内
の
拠
点
は
、

そ
れ
ら
に
加
え
て
離
乳
食
に
関
す
る
相
談
が

多
い
。
ま
た
、
商
業
施
設
内
と
「
く
ま
ぴ
あ
」

内
に
あ
る
拠
点
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の

多
種
多
様
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）

平
成
30
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
民

生
費
）
に
つ
い
て

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
経
費
に

つ
い
て
、
上
之
荘
、
別
府
荘
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
改
修
工
事
と
の
こ
と
だ
が
、
他
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
同
様
の
改
修
の
必
要
は
な

い
の
か
伺
い
た
い
。

　

各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
を
行
っ
た
結
果
、
上

之
荘
と
別
府
荘
以
外
の
ひ
か
わ
荘
と
江
南
荘

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
く
、
倒
壊
危
険
箇
所
も

な
か
っ
た
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

平
成
31
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
民
生

費
・
衛
生
費
）
に
つ
い
て

　

安
全
な
ま
ち
推
進
事
業
に
お
け
る
自
治

会
が
行
う
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
要
す
る

費
用
に
対
す
る
補
助
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

補
助
率
が
４
分
の
３
で
、
１
自
治
会
１

年
度
15
万
円
を
上
限
と
し
て
20
団
体
を
見
込

ん
で
お
り
、
設
置
に
よ
る
犯
罪
抑
止
に
期
待

し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
安
心
安
全
課
）

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
、

妊
娠
中
の
歯
科
健
診
の
重
要
性
を
伺
い
た
い
。

　

妊
娠
中
は
つ
わ
り
な
ど
の
体
調
の
変
化

に
よ
り
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
食
生
活
が

変
化
し
、
ま
た
唾
液
の
分
泌
量
が
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
く

な
り
、
そ
の
結
果
、
歯
周
病
菌
が
胎
児
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
、
早
産
や
低
体
重
児
出
産
の

原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
歯
科
疾
患
の
早
期

発
見
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
つ
い
て
、
施

設
ご
と
の
相
談
内
容
の
特
徴
を
伺
い
た
い
。

　

保
育
園
併
設
型
は
、
発
育
や
発
達
に
関

委員長
　石川　広己
副委員長
　影山　琢也
委員
　松岡　兵衛
　福田　勝美
　桜井くるみ
　黒澤三千夫
　関口　弥生
　閑野　高広

都
市
建
設
常
任
委
員
会各

小
学
校
か
ら
の
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
か

ら
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
通
学
路
に
対
し
て

整
備
を
進
め
て
い
る
。
平
成
31
年
度
の
主
な

対
象
校
は
久
下
、
熊
谷
南
、
三
尻
、
吉
見
、
秦
、

妻
沼
の
６
小
学
校
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
維
持
課
）

平
成
31
年
度
熊
谷
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て

　

老
朽
管
の
改
良
工
事
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

現
在
は
導
水
管
、
送
水
管
お
よ
び
管
径

の
大
き
い
配
水
管
等
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
漏
水
が
多
発
し
て
い

る
地
域
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
老
朽
管
の
改

良
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
工
務
課
）

平
成
31
年
度
熊
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

下
水
道
整
備
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
30
年
度
末
で
83
・
９
％
に
な
る
予

定
で
あ
り
、
平
成
31
年
度
末
時
点
で
は
85
・

０
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
所
管
課
・
下
水
道
課
）

熊
谷
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
等
の
改
定
に
伴
う
10
月
１
日

か
ら
の
料
金
改
定
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

本
市
で
は
水
道
の
検
針
を
２
カ
月
ご
と

に
行
っ
て
い
る
た
め
、
施
行
日
前
か
ら
の
継
続

使
用
の
場
合
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
12
月
検
針

分
か
ら
の
適
用
と
し
、
10
月
１
日
以
降
、
新
規

に
給
水
を
開
始
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
初
回

検
針
分
か
ら
改
定
後
の
料
金
を
適
用
す
る
。

（
所
管
課
・
営
業
課
）

平
成
31
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
土
木

費
）
に
つ
い
て

　

聖
天
山
周
辺
地
区
景
観
形
成
事
業
の
事

業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
県
道
羽
生
妻
沼
線

か
ら
歓
喜
院
本
坊
へ
と
続
く
市
道
妻
沼
１
１

３
５
号
線
に
お
い
て
、
参
道
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
道
路
空
間
の
整
備
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
都
市
計
画
課
）

　

通
学
路
安
全
対
策
事
業
の
計
画
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
で
、

委員長
　小鮒　賢二
副委員長
　千葉　義浩
委員
　大久保照夫
　森　　新一
　三浦　和一
　野澤　久夫

子育て支援センター「ベアリス」
（立正大学熊谷キャンパス内）

熊谷市の地域
子育て支援
拠点について


